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自 感 と クされた性 特性 の が 
の 確さに及ぼす影響 

 
 田中知  ，３ ，３  一  

 
要 約 

本研究の目的は， 自 感 者は 自 感 者よりも クされた性 特性 の を 確に

するという差異 確性モデルと， クされた性 特性 の は自 感 に一 する 向に

めて されるという感 一 モデルの仮説を立て，自 感 と クされた性 特性 の

が の 確さに及ぼす影響を検討することであった。大学生 24 を対 に，自 感 に する

問 調 と クされた自己 を 発的に さ る実験を実 した。本研究の結果から，自

感 に わら ， の 確さに いは見られなかった。本研究の結果を まえて， の 確さに及

ぼす の要因と 研究への 能性の観 から考 した。 
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問 題 

 

 我々が 成する自己 は しも 確では

なく，自己に する スがあるとされ

る ，2010 。自己に する ス

が生じる要因として，自 感 が られる。

自 感 とは「自己の に対する 的感

あるいは自己に対する態度」と定義される

，1995 。自 感 は などの様々な認知

過程と 連があり，自己 の 成において自

感 が の 確さに影響を及ぼすことから

Crocker & Park, 2004 ，自 感 が自己に

する の 確さに及ぼす影響について検討す

る 要がある。 
自 感 が の 確さに影響を及ぼすこと

を説 したモデルとして，差異 確性モデルと 
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感 一 モデルがある Story, 1998 。差異

確性モデルによると， 自 感 者は 自 感

者よりも クされた性 特性 の

を 確に するとされる。差異 確性モ

デルは，非抑うつ者の は な 向

に で され ・ ，2004 ，抑う

つ者の は，非抑うつ者よりも，自 自 や

を 確に するという抑うつ ム

に している Alloy & Abramson, 1979 。

また，こうした の は，抑うつだけでな

く自 感 でも生じることが らかにされてい

る Tennen & Herzberger, 1987 。これらのこ

とから，差異 確性モデルで示される現 は，

自 感 でも抑うつと同様の知見が られると

考えられる。 
一 ，感 一 モデルによると，自 感

に一 する性 特性 の は 確に さ

れ，自 感 に一 しない性 特性 の は

自 感 に一 するように が められると

される。感 一 モデルは，人間は自己を確
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するような に 的に注意を向ける傾向

があるので，自己確 的に を あるい

は検 し， を自己確 的に するという

自己確 に している Swann, 
Rentfrow, & Guinn, 2003 。この を まえ

ると，自 感 と一 する クの

は，一 しない よりも が 確である

と考えられる。このように，差異 確性モデル

と感 一 モデルはそれ れ実 的に支持さ

れているにも わら ， いに 反するモデル

である。Story 1998 は，自己に 連する

は，自 感 と クの ましさの

影響を けるかの検討をした。この研究では，

実験 者が性 特性 に する 題 行 に

その結果を クし，その 発的に

クされた を するよう め

たとこ ，感 一 モデルを支持した。しか

しながら，日常生活の中で 者から

クを ける は， クは 題を

行った より一定 間 いてからされる う

が多く，その間に の が生じる 能性が

ある。 
そこで本研究では，自 感 と

クされた性 特性 の が の 確さに及

ぼす影響を らかにすることを目的とする。こ

の目的を 成するために， 自 感 者は 自

感 者よりも クされた性 特性

の を 確に するという差異 確性モ

デルを支持する仮説と，自 感 に一 する性

特性 の は一 していない性 特性 の

より 確に され，そして自 感 に一

していない性 特性 の は自 感 に一

する 向に めて されるという感 一

モデルを支持する仮説を立てた。そして，

題 行 に一定 間 いてから ク

を けた の の 確さを検討すること

で， 定時と ク時の間で生じる

スを検討することを の目的とし

た。また，自己に 連する の 確さは，自

感 といった特性的 に影響を けるの

か，それとも クされる に影響

を けるのかを検討することを の目的とし

た。 
 

  

 

実験者 
 心 学を する 者が実験を実

した。 
実験 力者 

実験は つの から 成され，

では， 立大学の学生 31 男性 ，

性 24 が実験に した。実験 力者の

は 20.97 SD = 0.77 であった。

では， 立大学の学生 24 男性

， 性 20 が実験に した。実験 力者

の は 21.21 SD = 0.76 であった。 
３ 実験時  

 2012 に実験を実 した。 
調  

自 感 に する 度 
自 感 度 本・松 ・ 成，1982 10
目からなり， が い ど自 感 が い

ことを す。 者には「 あてはまらない」

から「 あてはまる」の で を め

た。この 度は， 2000 によって信 性

と 性が確かめられている。 
性 特性に する 度 

スト Big Five 度 田，

1996 を用いた予 調 の結果から 成された

ストである。20 目 10 目，

10 目 からなり， 者には

「 くあてはまらない」から「100 非常に

よくあてはまる」の で を めた。 
続き 

 において，研究の 説 を行う

ことの を た学生に対し，研究の目的や意

義 の説 を行い，研究 に同意する に
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は， 問 に ， するように めた。 
では， の実験に し

た実験 力者に対し， ストの

を クするという で実験

を めた。実験実 は心 学実験 で，

者は から で実 された。自 感

群 とに性 特性 との自己 の

を し， ましい 向に 15 作した性

特性 10 目 目，

目 と， ましくない 向に 15
作した性 特性 10 目 同上 を実験

力者に クした Table1 。実験者の

示により，実験 力者は から性 特性

の が された用 を り してその を

確認した に， その用 を に入れて実

験者に した。 
に，実験 力者に クされた性

特性 の を して 定を行うために，

実験 力者は を され，その の中から

「 どの クの をできるだけ

確に思い してください」と 示 が かれ

ている 用 を りだし，その 問に対して

「 くあてはまらない」から「100 非常に

よくあてはまる」の で を めた。実験

力者は が した ， 用 を 度

に入れ，実験者に した。そして，実験者か

ら実験中に か 問に感じた はなかったかを

問された にデ を け，実

験を した。 
 

の 実験に した者は 対

から した。また， の個数が 目数の

10%を える 度が つでも認められた は

対 から した。 
の結果から，自 感 度で

上の 者は自 感 群， の

者は自 感 群とした。 に，自 感

群 とに性 特性 との自己 の

を し， ましい 向に 15 作する性

特性 10 目 目，

目 と， ましくない 向に 15
作する性 特性 10 目 同上 を 定し

た Table1 。 
の 確さ の として，実験

者に クされた性 特性 の

と実験 者が で した性 特性

の との差の 対 とした。 に，

クされた の 確さ が ましい

目と ましくない 目で の 確さに い

が見られないことを確認するために，

クされた性 特性 の ましい，

ましくない を 立変数， の 確さ を

従 変数とした対応のある t 検定を行った。

に， の 確さは差異 確性モデルと感

一 モデルのどちらに一 するかを検討する

ために，自 感 群， 群 およ

クされた性 特性 の ましい，

ましくない を 立変数， の 確さ

を従 変数とした の 要因 を

行った。 
 本研究の仮説は， の りである。 

クされた性 特性 の が

ましい 目と ましくない 目とで の

確さ に いは見られない。 
自 感 群は自 感 群よりも の

確さ は さい。 
自 感 群は クされた性 特

性 の が ましい 目の うが ましく

ない 目よりも の 確さ が さく，

自 感 群は クされた性 特

性 の が ましくない 目の うが ま

しい 目よりも の 確さ は さい。 
 
  

 

述  
ての性 特性 の の 確さ につい 

するような に 的に注意を向ける傾向

があるので，自己確 的に を あるい

は検 し， を自己確 的に するという

自己確 に している Swann, 
Rentfrow, & Guinn, 2003 。この を まえ

ると，自 感 と一 する クの

は，一 しない よりも が 確である

と考えられる。このように，差異 確性モデル

と感 一 モデルはそれ れ実 的に支持さ

れているにも わら ， いに 反するモデル

である。Story 1998 は，自己に 連する

は，自 感 と クの ましさの

影響を けるかの検討をした。この研究では，

実験 者が性 特性 に する 題 行 に

その結果を クし，その 発的に

クされた を するよう め

たとこ ，感 一 モデルを支持した。しか

しながら，日常生活の中で 者から

クを ける は， クは 題を

行った より一定 間 いてからされる う

が多く，その間に の が生じる 能性が

ある。 
そこで本研究では，自 感 と

クされた性 特性 の が の 確さに及

ぼす影響を らかにすることを目的とする。こ

の目的を 成するために， 自 感 者は 自

感 者よりも クされた性 特性

の を 確に するという差異 確性モ

デルを支持する仮説と，自 感 に一 する性

特性 の は一 していない性 特性 の

より 確に され，そして自 感 に一

していない性 特性 の は自 感 に一

する 向に めて されるという感 一

モデルを支持する仮説を立てた。そして，

題 行 に一定 間 いてから ク

を けた の の 確さを検討すること

で， 定時と ク時の間で生じる

スを検討することを の目的とし

た。また，自己に 連する の 確さは，自

感 といった特性的 に影響を けるの

か，それとも クされる に影響

を けるのかを検討することを の目的とし

た。 
 

  

 

実験者 
 心 学を する 者が実験を実

した。 
実験 力者 

実験は つの から 成され，

では， 立大学の学生 31 男性 ，

性 24 が実験に した。実験 力者の

は 20.97 SD = 0.77 であった。

では， 立大学の学生 24 男性

， 性 20 が実験に した。実験 力者

の は 21.21 SD = 0.76 であった。 
３ 実験時  

 2012 に実験を実 した。 
調  

自 感 に する 度 
自 感 度 本・松 ・ 成，1982 10
目からなり， が い ど自 感 が い

ことを す。 者には「 あてはまらない」

から「 あてはまる」の で を め

た。この 度は， 2000 によって信 性

と 性が確かめられている。 
性 特性に する 度 

スト Big Five 度 田，

1996 を用いた予 調 の結果から 成された

ストである。20 目 10 目，

10 目 からなり， 者には

「 くあてはまらない」から「100 非常に

よくあてはまる」の で を めた。 
続き 

 において，研究の 説 を行う

ことの を た学生に対し，研究の目的や意

義 の説 を行い，研究 に同意する に
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て およ 差を した Table1 。

性 特性 による の 確さの 性

の検討 
本研究の を まえて，実験 力者 24
を対 に を行った。ま ，

クされた性 特性 の ましい， まし

くない を 立変数， の 確さ を従

変数とした対応のある t 検定を行った。その結

果， ましい 目と ましくない 目とで

の 確さ に いが見られなかった t (23) 
= .74, n.s. 。このことから， クさ 
れた性 特性 の によって の 確さに 
 

いは見られないことが確認された。 
３ 自 感 と クされた性 特 

性 が の 確さ に及ぼす影響の検討 
自 感 群， 群 と クさ

れた性 特性 の ましい， ましくな

い を 立変数， の 確さ を従 変数

とした の 要因 を行った。自

感 群， 群 と クされた

性 特性 の ましい， ましくない

との の 確さ の と 差を

Table に示す。 
その結果， 作用， クされた

性 特性 の の主 果，自 感 の主 果

てに 意差は見られなかった に，F (1, 22) 
= 1.43, n.s.; F (1, 22) = .55, n.s.; F (1, 22) = 
2.44, n.s. 。 

 
  

 
本研究の目的は， 自 感 者は 自 感

者よりも クされた性 特性 の

を 確に するという差異 確性モデルと，

クされた性 特性 の は自

感 に一 する 向に めて されるという

感 一 モデルの仮説を立て，そのどちらに

てはまるのかを検討することであった。  
本研究の結果から，自 感 と

クされた性 特性 の によって性 特性

の の 確さに いは見られなかったことか

ら，差異 確性モデルと感 一 モデルのど 
 

ード

S

n s n s n s

（ ） （ ）

ード

ード

早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第14巻　第１号

―�122�―



ちらが れたモデルであるかを することは

できなかった。 
本研究で差異 確性モデルと感 一 モデ

ルの の仮説が された として，

に，自 感 の変動性が考えられる ・

野，2007 。自 感 の変動性とは，「 的な

自 感 の変動のしやすさ」と定義される

Kernis, Grannemann & Barclay, 1989 。た

とえば Kernis, Grannemann & Mathis 1991
は，自 感 の さと変動性が抑うつに及ぼす

影響を検討し，自 感 が く 定しているも

のと く 定している者との間には抑うつ

に 意な差があったが，自 感 が く不 定

なものと く不 定なものとの間には 意な差

が見られなかった。このことから，自 感 を

その さと変動性の から検討することで，

自 感 の さには適応的 と不適応的

があると考えられる。 
本研究では クされた の

は自 感 の影響を けるという仮説を立てて

いたことから，自 感 は ク に

連しない特性的感 と 置づけていた。しか

しながら，Leary, Tambor, Terdal & Downs
1995 は，自 感 は学業成 の

クや 的 と によって変動すること

から，自 感 は状 存的感 と 置づけて

いる。このことから， は自 感 をその

さと変動性という つの要 に したうえで

の 確さとの 連を検討する 要があると

考えられる。 
に，本研究で用いた 目は性 特性

であったが，自 感 に わら ， 目

が実験 者に 連があるものを 確に す

るという自己 連づけの要因が 連していた

能性がある。一 的に， に する研究で

を 目とした ， 態処 や 処

よりも意 処 を めた が の 発 成

が れている。さらに意 処 の中でも，自

己と 連づける処 を行うことで 成 が

進され，このことは自己 連づけ 果とよばれ

る ，2008 。Rogers, Kuiper & Kirker
1977 は 目が自己の性 や特徴にあて

はまるかを する自己 述 題を用いた。こ

の研究では，性 特性 を用いて， 態処

， 処 ，意 処 ，自己 連づ

け処 を け，それ れの処 での 生成

を検討した。その結果，自己 連づけ が

発 生成 で も れていたことから，

目が自己に 連しているかが の 確さに

影響を えると考えられる。 
本研究でも性 特性 を 目として用い

たが，実験の 続きとして，ま 実験 者に

性 特性 がどれだけ自 に てはまるかを

数 で 定してもらい， に群 とに性 特性

の 定 の を したうえで性 特性

の を ましい 目と ましくない 目に

けた。そのため， 実験 者が

クされた性 特性 の を し する

ときに自己 連づけの処 がなされていたかを

するのはできない。このことから， は

クされる性 特性 の を群

とに 制するのではなく， 者で 作した

にも本研究と同じような結果になるのかを

検討する 要があると考えられる。 
上のことから，自 感 が の 確さに

影響を示さなかった要因の つとして，自 感

の変動性が られる。そのため， のい

く 事を確認し， な 事の原因

の仕 を自己に向けす ないようにする

の自 感 を める 的介入をすることで，

者から な をされた時の が

確となり， な自己 につながる

と考えられる。このことから， は， の

確さに影響を える 能性のある自 感 の

変動性に を てた介入の 果や，

の 発研究に する検討が まれる。 
 

 

 
て およ 差を した Table1 。

性 特性 による の 確さの 性

の検討 
本研究の を まえて，実験 力者 24
を対 に を行った。ま ，

クされた性 特性 の ましい， まし

くない を 立変数， の 確さ を従

変数とした対応のある t 検定を行った。その結

果， ましい 目と ましくない 目とで

の 確さ に いが見られなかった t (23) 
= .74, n.s. 。このことから， クさ 
れた性 特性 の によって の 確さに 
 

いは見られないことが確認された。 
３ 自 感 と クされた性 特 

性 が の 確さ に及ぼす影響の検討 
自 感 群， 群 と クさ

れた性 特性 の ましい， ましくな

い を 立変数， の 確さ を従 変数

とした の 要因 を行った。自

感 群， 群 と クされた

性 特性 の ましい， ましくない

との の 確さ の と 差を

Table に示す。 
その結果， 作用， クされた

性 特性 の の主 果，自 感 の主 果

てに 意差は見られなかった に，F (1, 22) 
= 1.43, n.s.; F (1, 22) = .55, n.s.; F (1, 22) = 
2.44, n.s. 。 

 
  

 
本研究の目的は， 自 感 者は 自 感

者よりも クされた性 特性 の

を 確に するという差異 確性モデルと，

クされた性 特性 の は自

感 に一 する 向に めて されるという

感 一 モデルの仮説を立て，そのどちらに

てはまるのかを検討することであった。  
本研究の結果から，自 感 と

クされた性 特性 の によって性 特性

の の 確さに いは見られなかったことか

ら，差異 確性モデルと感 一 モデルのど 
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Abstract 
 

The purpose of this study was to investigate whether the differential accuracy model, 
individuals with low self-esteem would remember the scores given personality 
characteristic words more accurately than individuals with high self-esteem do or the 
valence congruency model, accurate recall of the scores given personality characteristic 
words was expected to be a function of the congruency between the individual’s level of 
self-esteem and the scores given personality characteristic words. Twenty-four 
undergraduate students completed the questionnaires about self-esteem and were 
incidentally required to recall their feedback. The results indicated that high and low 
self-esteem participants recalled as accuracy as personality characteristic words. We 
discussed these results in terms of other factors related to recall accuracy and their 
applicability to clinical study. 

 
Key words: self-esteem, feedback, personality characteristic words, the differential 
accuracy model, the valence congruency model 
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